
和田地区

弥富地区

根郷地区

内郷地区

千代田地区

臼井地区

うすい東地区

和田地区

弥富地区

根郷地区

内郷地区

佐倉東部地区

志津地区

ユーカリが丘地区

西志津地区

王子台地区

佐倉東部地区

佐倉城の辺地区佐倉城の辺地区

千代田地区

志津地区

ユーカリが丘地区
臼井地区

うすい東地区

西志津地区
志津南地区志津南地区

王子台地区

１４地区社協     　

　
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
社
協
）

で
は
、
佐
倉
市
全
域
を
１４
の
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
（
地
区
社
協
）
で
構
成
し
、

住
民
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
市
社
協
で
は
、
市
内
約
１
，
３
５
０

人
の
皆
様
に
福
祉
委
員
を
委
嘱
し
て
、

各
地
区
社
協
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。「
う
ち
の
地
域
に
は
こ

ん
な
困
り
ご
と
が
あ
る
」
そ
ん
な
声
を

聞
い
て
、
地
区
社
協
ご
と
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
市
社
協
が
誕
生
し
て
す
ぐ
、
昭
和
３３

年
に
支
会
（
現
在
の
地
区
社
協
の
前
身
）

活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
合

併
し
て
誕
生
し
た
佐
倉
市
で
は
、
合
併

す
る
前
の
旧
６
町
村
ご
と
す
べ
て
に
支

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
暮
ら

し
に
と
っ
て
切
実
な
福
祉
問
題
に
、
住

民
自
身
が
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

に
、
市
社
協
の
内
部
組
織
と
し
て
設
置

さ
れ
た
の
が
支
会
で
す
。

　
支
会
は
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
合
併
・

分
割
を
経
て
、
平
成
１４
年
度
か
ら
よ
り

自
主
・
独
自
性
の
高
い
地
区
社
協
へ
と

順
次
移
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

１７
年
度
に
は
１４
地
区
す
べ
て
が
地
区
社

協
に
移
行
し
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
事

務
局
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
地
区
社
協
の
活
動
を
推
進
し

　
　
　
て
い
る
の
は
福
祉
委
員
の
皆
様

　
　
　
で
す
。
各
自
治
会
・
町
内
会
・

　
　
　
区
を
代
表
す
る
地
区
代
表
者
、

　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
、

学
校
や
福
祉
施
設
、
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
な
ど
の

福
祉
協
力
者
と
い
っ
た
方
々
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
地
元
の
皆
様
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
地
元
の
福
祉
に
寄
せ
ら
れ
る
声

に
応
え
る
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
社
協
の
代
表
的
な
活
動
に
、
さ

さ
え
あ
い
活
動
が
あ
り
ま
す
。
電
球
が

か
え
ら
れ
な
い
、
草
取
り
が
で
き
な
い
、

布
団
干
し
が
大
変
…
…
こ
う
し
た
生
活

上
の
困
り
ご
と
に
、
同
じ
地
域
住
民
が

手
助
け
に
伺
い
ま
す
。
隣
近
所
の
た
す

け
あ
い
を
、
地
域
の
中
で
つ
な
い
で
い

き
ま
す
。
市
内
１１
の
地
区
社
協
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
つ
ど
い
の
場
づ
く
り
も
、
地

区
社
協
の
大
切
な
活
動
で

す
。
１
０
０
円
喫
茶
や
ふ
れ

あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
い

っ
た
居
場
所
づ
く
り
が
、
各

地
域
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
志
津
地
区
で
は
、
平
日

毎
日
開
く
喫
茶
も
運
営
し
て

い
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
食
事
会
も
、
大
勢
の

参
加
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
と
話
し

が
で
き
る
場
所
、
ほ
っ
と
で

き
る
楽
し
い
居
場
所
づ
く
り
が
、
各

地
域
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
住
民
同
士
で
地
域

の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
住

民
福
祉
懇
談
会
や
、
住
民
参
加
で
学

び
合
う
福
祉
講
座
と
い
っ
た
学
び
の

場
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
区
ご
と

に
介
護
予
防
教
室
を
毎
週
開
催
し
て

い
る
地
区
社
協
も
あ
り
ま
す
。

　
各
地
区
社
協
が
発
行
し
て
い
る
広

報
紙
は
、
身
近
な
福
祉
の
情
報
紙
と

し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
を
発
信
し
て
い
る
地

区
社
協
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
ぐ

る
み
の
福
祉
活
動
に
、
地
区
社
協
は

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
大
事
な
財
源
は
皆
様
か
ら
お

預
か
り
し
て
い
る
会
費
で
す
。
一
般

会
費
５
０
０
円
の
６
割
、
賛
助
会
費

１
，
０
０
０
円
の
８
割
、
特
別
会
費

２
，
０
０
０
円
の
９
割
は
市
社
協
か

ら
地
区
社
協
に
還
元
し
、
活
動
費
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
社
協
は
、
と
も
に
歩
む
ふ
く
し
プ

ラ
ン
Ⅲ
（
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
）

を
地
区
社
協
と
と
も
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
３
本
柱
は
①
さ
さ
え
あ
い
活

動
の
推
進
、
②
災
害
時
要
援
護
者
の
支

援
、
③
生
活
困
窮
者
の
支
援
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
区
社
協
と
市
社
協

は
、
地
域
の
皆
様
の
声
や
困
り
ご
と
に

耳
を
傾
け
、
住
民
の
皆
様
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
と
も
に
住
み
よ
い

ま
ち
佐
倉
を
作
り
ま
す
。

（１）第１９６号 ２０１９年３月１日

社会福祉協議会は、皆さまの会費で運営されています。
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●
社
協
や
地
区
社
協
っ
て
何
を
し
て
い
る
の
？

●
会
費
っ
て
何
？
　

●
ど
う
し
て
会
費
が
必
要
な
の
？
　

等
々
、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
社

協
活
動
や
会
費
に
つ
い
て
、
資
料
や
映
像
で

ご
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
社
協
が
担
っ
て
い
る
、
お
金
や

契
約
等
の
判
断
が
不
安
な
方
へ
の
支
援
（
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
）
や
、
経
済
的
に
お

困
り
の
方
の
自
立
に
向
け
た
支
援
（
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
）
等
に
つ
い
て
も
、
担

当
が
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
自
治
会
総
会
、
役
員
会
や
班
長
（
区
長
）

会
等
、
日
程
や
集
ま
り
の
内
容
は
皆
様
の
ご

都
合
で
結
構
で
す
。
ご
質
問
や
ご
要
望
を
、

遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：
地
域
共
生
推
進
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
４
８
４
）
６
０
３
３

市
社
協
が
説
明
に
　
　
　
　
　

　   

　
　
伺
い
ま
す

　成年後見制度の活用を促進するため、成年後見人等の支援
を目的とする交流会と相談会を開催します。
　主に親族の後見人等をされている方、これから後見人等に
なろうかと考えている方、お身内の判断能力が不安になって
きた方、親族に説明する支援者の方など、情報交換して不安
や悩みを解消しませんか。
　専門家に相談をされたい方は、交流会の後に個別相談会も
実施します（要申込）。
日時：平成３１年３月９日（土）１３：３０～１７：００
場所：社会福祉センター地下１階研修室（佐倉市役所敷地内）
申込・問合せ：佐倉市成年後見支援センター
　　　　　　　（佐倉市社会福祉協議会内）
　　　　　　　℡ ０４３（４８４）１２８８
　　　　　　　　 ０４３（４８６）２５１８
※ＱＲコードから申込フォームにリンクしています

成年後見でお悩みの方へ
『後見人の集

つ ど

い』を開催します。

自
治
会
等
の
皆
様

内郷地区内郷地区内郷地区内郷地区
ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区ユーカリが丘地区

臼井地区臼井地区臼井地区臼井地区

地域の福祉を地域の力で
～頑張っています、地区社協～ 

地区社協への移行をお知らせする平成１７年の社協さくら

王子台地区社協「王援隊」の活動（関連記事３面）

地区社協の主な活動
ふれ合う……ふれあいサロン、ひとり暮らし高齢者食事会、交流会など
学ぶ…………福祉講座、福祉研修、住民福祉懇談会など
見守る………見守り活動、声かけ運動、ささえあいサービスなど
知らせる……地区社協だよりの発行など
募る…………共同募金、バザー開催など

市
社
協
が
説
明
に
　
　
　
　
　



募金種別 金額（円）

戸別募金 8,251,985

街頭募金 471,710

法人募金 496,426

職域募金 594,901

イベント募金 1,780

個人募金 380,500

その他 45,148

計 10,242,450

第１９６号（２）２０１９年３月１日

本紙「社協さくら」は、赤い羽根共同募金の配分金で作られています。

●京成佐倉駅から徒歩4分
●２４時間介護スタッフ常駐
●お元気な方も介護の必要な方も
　ご入居できます

サービス付き高齢者向け住宅

ご自身の目でお確かめ下さい
ご見学承ります

平
成
３０
年
度
共
同
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
毎
年
１０
月
か
ら
３
月
に
か
け
実
施
さ
れ

る
赤
い
羽
根
募
金
は
、
千
葉
県
内
で
お
預

か
り
し
た
募
金
の
７
割
が
地
域
に
還
元
さ

れ
、
残
り
の
３
割
は
千
葉
県
内
全
体
の
社

会
福
祉
施
設
や
各
種
相
談
窓
口
、
災
害
時

の
準
備
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１２
月
に
実
施
さ
れ
る
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
は
、
歳
末
時
に
集
ま

っ
た
募
金
を
、
地
域
の
民
生
委
員

さ
ん
を
通
じ
て
母
子
世
帯
、
低
所

得
世
帯
、
障
害
を
抱
え
て
い
る
方

な
ど
へ
支
援
金
と
し
て
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
に
困
難
を
抱
え
る

世
帯
や
外
出
困
難
な
方
を
年
間
を

通
し
て
支
援
す
る
団
体
へ
活
動
助

成
し
て
い
ま
す
。

　
「
佐
倉
市
障
が
い
者
団
体
等
連

絡
会
」
は
平
成
１９
年
に
、
障
が

い
の
種
類
や
年
齢
な
ど
に
よ
ら

ず
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
市
内
の
各
障
が
い
者

団
体
、
家
族
会
、
支
援
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
呼
び
か
け
て
発

足
し
た
連
絡
会
で
、
現
在
は
８

団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

☆
障
が
い
者
団
体
等
連
絡
会

   

　
　
　
　
　
　
　
加
入
団
体 

１
　佐
倉
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

２
　佐
倉
市
身
体
障
が
い
者
の
会

３
　佐
倉
市
ろ
う
者
協
会

４
　佐
倉
市
精
神
障
害
者
家
族
会

　
　
　
　
　
　
（
か
ぶ
ら
ぎ
会
）

５
　印
旛
地
区
自
閉
症
協
会

                       

佐
倉
支
部

６
　手
を
つ
な
ぐ
・
さ
く
ら

７
　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

木
よ
う
の
家

８
　千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会 

　
　
　
　
　
　
　 

「
佐
倉
の
会
」

☆
活
動
内
容
に
つ
い
て

①
加
入
団
体
ど
う
し
の
情
報
交

換
・
親
睦
、
②
地
域
社
会
へ
の

連
携
交
流
、
③
障
が
い
者
理
解

の
た
め
の
啓
発
活
動
、
④
障
が

い
者
を
取
り
巻
く
課
題
解
決
に

向
け
た
話
し
合
い
や
情
報
発
信

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
号

か
ら
各
団
体
を
順
次
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
ご

家
族
で
、
活
動
に
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
ま
す
。

事
務
局
：

   

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　 

　
地
域
共
生
推
進
班

　
　
　 

℡
（
４
８
４
）
６
０
３
３

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
金

に
つ
い
て
、
内
容
を
審
議
を
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
：

　
佐
倉
市
在
住
で
平
成
３１
年
４

　
月
１
日
現
在
２０
歳
以
上
の
方

　
（
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
関
係

　
者
を
除
く
）

任
　
　
期
：

　
平
成
３１
年
４
月
１
日
〜
　
　

　
　
　
　
平
成
３３
年
３
月
３１
日

会
議
回
数
：

　
１
年
度
に
つ
き
、
３
回
程
度

募
集
人
数
：
１
名

応
募
書
類
：

　
①
小
論
文
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
　

　
　
ア
活
動
に
期
待
す
る
も
の
」

　
　
　
（
８
０
０
字
以
内
）

　
②
申
込
書
（
住
所
、
氏
名
、

　
　
年
齢
、
電
話
番
号
、
応
募

　
　
理
由
を
記
入
。
書
式
自
由
）

応
募
方
法
：
郵
送

申
込
み
締
切
：

　
平
成
３１
年
４
月
１２
日
（
金
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
（
地
域
共
生
推
進
班
内
）

　
〒
２
８
５

－

０
０
１
３

　
佐
倉
市
海
隣
寺
町
８７
番
地
　

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　 

℡
（
４
８
４
）
６
１
９
８

区分 １世帯 世帯数 金額（円）

一般低所得世帯

単身 10,000 15 150,000

家族有り 12,000 15 180,000

家族子有り 14,000 115 1,610,000

母子・父子家庭
子 1人 12,000 144 1,728,000

子 2 人以上 15,000 224 3,360,000

ひとり暮らし高齢者世帯 10,000 170 1,700,000

ねたきり高齢者世帯
単身 10,000 0 0

家族あり 12,000 3 36,000

心身障がい者世帯
単身 10,000 7 70,000

家族あり 12,000 17 204,000

罹災世帯
単身 10,000 0 0

家族あり 12,000 0 0

計 710 9,038,000

生活困窮者等への活動助成金

5万円 15 団体 750,000

3 万円 2団体 60,000

4 万円 1団体 40,000

18 件 850,000

〇活動助成金（地区社協・ＮＰＯ法人・ボランティア団体等への助成）

          平成３１年１月３１日現在

          平成３１年１月３１日現在           平成３１年１月３１日現在

          平成３１年１月３１日現在

募金種別 金額（円）

戸別募金 12,949,281

街頭募金 401,847

法人募金 106,000

学校募金 302,506

職域募金 372,846

イベント募金 32,711

個人募金 2,068

その他 98,616

計 14,265,875

　１月３１日現在、赤い羽根募金は目標額に対して９３％、

歳末たすけあい募金は目標額に対して８９％の実績です。

皆様のあたたかいご協力ありがとうございました。

赤い羽根共同募金　　　
　　　　14,265,875 円
目標額　15,370,000 円

 歳末たすけあい募金  　　
　　　　10,242,450 円
 目標額  　11,470,000円

ご存じですか？  お金と生活のご相談
＜生活福祉資金貸付制度＞
　生活福祉資金は、比較的所得が少ない世帯や障がい者世帯、高齢者世帯を対象とし
て、各種資金の貸付を行うとともに民生委員及び社会福祉協議会が相談・支援を行う
ことにより、世帯の経済的な自立と安定を図ることを目的とした制度です。ご相談は
市社協で受け付けています。

　貸付にあたっては、市社協、民生委員との面接を行うとともに、必要書類を提出い
たただいた上で貸付審査があります。他制度が利用できる場合や、世帯の債務・収入
状況などによっては、貸付ができない場合もあります。

＜善意銀行＞
　広く住民のみなさまの善意を金銭や物品でお預かりし、一時的に生活が苦しくなっ
たとき、これを切り抜けるための小口資金の貸付や物品の払出、また、被災された世
帯への支援に活用させていただいています。
　平成２９年度は、お預かりした寄附金から１０３件の小口資金貸付を行い、また、火
事などの罹災世帯５件に災害見舞いをお届けしました。物品につきましては、個人、
団体から多数の食品、介護用品等をお寄せいただき、２８６件の食品、物品払出を行い
ました。

＜元気に育て子ども基金＞
　生活困窮世帯に属する子どもが夢と希望を持って生きていけるよう支援に取り組ん
でいます。進学するのに制服や学用品が買えない、といったときにも支援することが
できます。
　お預かりした寄付金は基金に繰り入れ、子どもたちの支援に使わせていただきます。
平成２９年度は２０件の支援を行いました。

　なお、支援にあたっては、本会や関係機関による定期的な家計相談や訪問などを受
けていただきます。詳しくはお問い合わせください。
　ぜひ、善意銀行及び子ども基金へご寄附をお寄せください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ：生活支援班　℡（４８４）６２００

資金種類 貸付使途

福祉資金

福祉費
＊日常的生活上、一時的に必要となる費用
＜例＞・引越にかかる費用
・障害者世帯が自動車購入するための費用など

緊急小口資金
＊緊急かつ一時的に生計維持が困難な場合の生活費
＜例＞・年金、給料が支給までのつなぎ生活費
・医療費や介護費用支払い等、臨時生活費

教育支援資金
教育支援費 ＊高校、大学、短大、専門学校の授業料など

就学支度費 ＊高校、大学、短大、専門学校の入学金など

佐
倉
市
障
が
い
者
団
体
等
連
絡
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

助
成
対
象
選
考
委
員

募集

平成３０年度歳末たすけあい運動配分実績



 　

（３）第１９６号 ２０１９年３月１日

地域福祉は、福祉委員・ボランティアに支えられています。

ふうりっぷ

と学ぶ 第３回
成年後見制度
   きほんの 第３回
成年後見制度成年後見制度

きふうりっぷ
ふうりっぷ 成年後見制度成年後見制度成年後見制度

   

Q.家族に…自分に…成年後見人のサポートが
               必要になったら、どうしたらいいの？
 A.「家庭裁判所」に申立てをすると、
　　　　　　　　　　　成年後見人等が選任されます　
　成年後見制度は、家庭裁判所に「この制度が本人にとって必要だ」
と申し込むことで成年後見人等が選ばれます。申し込み ( 申立て ) は、
必要な書類をそろえて提出することで行えます。
　申立てを行えるのは、本人、配偶者、四親等以内の親族です。親族
がいない場合は市町村長が行うこともできます。
〈利用開始までの流れ〉
　①申立ての書類を手に入れる
　　　申立ての書類は家庭裁判所でもらうことができます。また、家
　　庭裁判所のホームページからダウンロードすることもできます。
　　（都道府県によって書式が異なります）
　②申立ての書類を作成し、必要な書類を用意する
　　　①の他に、戸籍や財産に関する書類など、必要になる書類をそ
　　ろえます。また、収入印紙や切手代、医師の診断書料など費用が
　　かかります。
　　　自分でそろえるのが大変だと思ったら、弁護士や司法書士に有
　　料でお願いすることもできます。
　③書類の準備ができたら、家庭裁判所に提出する ( 申立て )
　　　後日、家庭裁判所から事情を尋ねられたり、判断能力の鑑定が
　　行われることがあります。
　④家庭裁判所から後見等開始のお知らせが届き、成年後見人等が選任される

申立てについてわからないことがあったら…
　「佐倉市成年後見支援センター」にご相談下さい！
　センターでは、制度の概要や申立て手続きについてセンター職員が
ご説明します。また、毎月第一月曜日に司法書士による無料の専門相
談も行っています。お気軽にご相談下さい。　　　　　　　続く……

　「
去
年
の
十
二
月
か
ら
、

い
よ
い
よ
『
支
え
あ
い
サ

ー
ビ
ス
王
援
隊
』
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
よ
」

「
オ
ウ
エ
ン
タ
イ
？
　
な
に
そ
れ
？
」

「
あ
ら
、
こ
の
前
教
え
て
あ
げ
た
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
助
け
て

く
れ
る
仕
組
み
」

「
そ
だ
ね
ぇ
〜
。
ボ
ー
ッ
と
生
き
て
る
、
じ
ゃ

な
く
て
聞
い
て
る
か
ら
覚
え
て
な
い
わ
」

「
そ
う
い
う
流
行
語
は
す
ぐ
覚
え
る
の
ね
え
」

「
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
る
か
ら
ね
、
去
年
お
じ

い
さ
ん
が
天
国
に
逝
っ
ち
ゃ
っ
て
か
ら
」

「
家
に
こ
も
り
っ
き
り
じ
ゃ
、
体
に
よ
く
な
い
わ
」

「
転
ん
で
足
を
痛
め
て
か
ら
、
ゴ
ミ
出
し
も
お

っ
く
う
だ
し
、
庭
も
草
ぼ
う
ぼ
う
だ
し
。
そ

う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
く
れ
る
の
か
ね
、
そ

の
ナ
ン
ト
カ
後
援
会
と
か
い
う
の
は
」

「
後
援
会
じ
ゃ
な
く
て
、
王
援
隊
。
王
子
台
を

援た
す

け
る
隊
よ
。
チ
ラ
シ
差
し
上
げ
ま
す
」

「
な
ん
だ
か
メ
ン
ド
ク
サ
そ
う
だ
ね
え
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
わ

よ
。
簡
単
な
申
込
を
書

い
て
出
せ
ば
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
詳
し
く
話
を
聞
い
て
、
作
業

を
し
て
く
れ
る
人
を
さ
が
し
て
く
れ
る
わ
。

サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
い
う
ん
で
す
け
ど
ね
」

「
私
に
合
う
『
サ
ポ
ッ
タ
』
は
『
こ
う
で
ね
ぇ

か
あ
？
』
と
考
え
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
？
」

「
…
…
ま
あ
ま
あ
、
そ
ん
な
感
じ
」

　
王
子
台
地
区
社
協
で
は
、
王
援
隊
の
利
用

会
員
と
と
も
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
賛
助
会
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
「
百
円
喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ
王
子
台
」「
に

こ
に
こ
昼
食
会
」「
三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
」「
春
ま
つ
り
」
な
ど
の
活
動
も
し
て

い
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉
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王
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ン
タ
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（
３
７
２
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・
水
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－
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福
祉
功
労
者
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
昨
年
１１
月
１９
日
に
佐
倉
市
福
祉
功
労
者
表
彰

式
を
開
催
し
、
１
２
８
名
の
個
人
と
１９
団
体
を
表

彰
。
日
頃
の
活
動
や
支
援
に
心
か
ら
の
感
謝
を
お

伝
え
し
ま
し
た
。
千
葉
県
社
会

福
祉
大
会
の
表
彰
者
と
併
せ
て

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

一
、
特
別
功
労
賞

　（
会
長
表
彰
後
１０
年
以
上
）　
　
　
　
　《
１０
名
》

　
宇
田
川
光
三
　
島
弘
幸
　
　
　
杉
本
和
子 

　
金
子
き
ち
乃
　
石
毛
寛
　
　
　
奥
平
英
明

　
吉
田
眞
知
子
　
小
出
孝
二
　
　
大
野
信
夫

　
渡
邉
聰
子

二
、
会
長
表
彰

　 

（
役
員
・
評
議
員
・
委
員
８
年
以
上
）　《
８９
名
》

　
狩
野
三
雄
　
　
髙
橋
正
彦
　
　
宮
代
次
雄
　
　

　
押
尾
敏
夫
　
　
清
宮
美
智
子
　
飯
田
優
子

　
小
山
田
秀
男
　
木
内
邦
子
　
　
佐
藤
初
造

　
宮
内
順
代
　
　
大
谷
芳
功
　
　
嶋
田
勝
己

　
末
永
孝
雄
　
　
萩
尾
征
雄
　
　
三
代
川
時
子

　
山
部
絋
　
　
　 

石
井
明
代
　
　 

兼
坂
祥
子

　
伊
東
明
廣
　
　
神
山
満
子     

久
保
田
英
男  

　
佐
野
喬  

　
　
菅
原
ゆ
み
子
　
武
田
定
夫
　   

　
松
岡
よ
し
子
　
吉
田
良
子
　
　
若
林
由
子
　

　
蛯
原
清
　
　
　
髙
木
大
輔
　
　
中
澤
育
子
　

　
引
田
守
　
　
　
松
本
博
子
　
　
山
岸
治
雄
　

　
下
里
雅
弘
　
　
望
月
佐
知
子
　
石
川
洋
子
　

　
平
岡
幸
江
　
　
上
村
綾
　
　
　
笹
木
信
子
　

　
萩
庭
幸
江
　
　
長
谷
川
稔
　
　
堀
川
清
美
　

　
三
村
好
延
　
　
飯
島
揚
子
　
　
吉
野
智
　
　

　
浅
野
太
郎
　
　
梅
内
順
一
　
　
太
田
秀
興

　
狩
野
義
昭
　
　
川
﨑
恵
子
　
　
黒
木
實
　

　
坂
口
し
お
　
　
髙
崎
照
夫
　
　
友
野
信
博
　

　
永
野
敏
雄
　
　
中
村
真
由
美
　
原
田
考
治
　

　
吉
田
葉
子
　
　
渡
辺
久
　
　
　
石
井
正
二
　

　
田
宮
均
　
　
　
徳
永
由
美
子
　
宮
内
ひ
ろ
子

　
小
林
ふ
み
江
　
髙
木
す
み
子
　
福
田
克
枝
　

　
渡
邉
友
二
　
　
新
美
謙
二
　
　
池
田
洋
子
　

　
石
橋
美
代
子
　
齊
藤
信
子
　
　
鈴
木
寛
博
　

　
永
山
直
子
　
　
安
本
秀
明
　
　
山
片
立
子
　

　
石
田
絹
代
　
　
石
渡
幸
子
　
　
大
川
靖
男
　

　
京
極
勇
剛
　
　
重
松
成
典
　
　
高
橋
祐
二
　

　
中
村
真
理
　
　
林
久
雄
　
　
　
泉
宏
子
　
　

　
伊
能
久
子
　
　
秦
亮
三
　
　
　
山
田
勉
　

　
遠
藤
赳
夫
　
　
守
田
和
正
　

三
、
会
長
感
謝
状

①
多
額
寄
付
者

〔
個
人
〕（
３
万
円
以
上
）《
１０
名
》

　
足
立
元
秀 
　
　
佐
瀬
淑
子
　
　 

立
﨑
定
一
　 

　
立
石
光
夫
　
　
田
村
京
子
　
　
永
井
み
つ
子

　
中
村
ふ
み
子
　
蜂
谷
傳
　
　
　
三
浦
京
子

　
山
本
喜
代
光

〔
団
体
〕（
１０
万
円
以
上
）《
５
団
体
》　 

　（
株
）小
川
園 

、（
株
）デ
ィ
ー
シ
ー
エ
ム
、

　
’Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
佐
倉
店
、

　
デ
ン
カ
ポ
リ
マ
ー（
株
）
佐
倉
工
場
、

　
山
万
グ
ル
ー
プ
※

　
山
万（
株
）、
ワ
イ
エ
ム
総
合
サ
ー
ビ
ス（
株
）、

　
山
万
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル（
株
）、光
陽
　（
株
）、

　（
株
）
ユ
ー
カ
リ
フ
ァ
ー
ム
、　（
福
）
ユ
ー
カ
リ

　
優
都
会
　
　
※
山
万
グ
ル
ー
プ
は
６
社
連
名

②
福
祉
活
動
功
績
者

〔
個
人
〕《
１６
名
》

　
石
井
秀
明
　
　
三
浦
孝
男
　
　
佐
藤
啓
子
　
　

　
市
川
和
子
　
　
南
淳
子
　
　
　
大
矢
か
ず
江

　
今
井
邦
江
　
　
遠
藤
順
子
　
　
長
田
成
兒

　
川
島
幸
一
　
　
久
保
正
法
　
　
椎
名
清
子

　
手
嶋
慎
也
　
　
永
吉
秀
明
　
　
二
俣
悦
子
　
　

　
松
崎
裕
美
子

〔
団
体
〕《
６
団
体
》

　
平
成
１４
年
度
観
音
講
、
モ
ア
ク
レ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　 

ア
の
会
、
チ
ー
ム
麦
畑
、
環
境
美
化
野
鳥
の
森
、

　
佐
倉
小
学
校
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ

　
り
会
、
つ
な
が
る
笑
顔
の
輪

〔
個
人
〕（
１０
年
以
上
）《
２
名
》

　
相
田
宏
治
　
　
中
村
和
人

〔
個
人
〕（
３０
年
以
上
）《
１
名
》

　
大
木
敏
男

〔
団
体
〕（
１０
年
以
上
）《
４
団
体
》

　（
株
）
旭
王
堂
、（
株
）
ミ
ツ
ワ
堂
、（
福
）
生
活

　
ク
ラ
ブ
風
の
村
さ
く
ら
、（
有
）永
野
興
業

〔
団
体
〕（
２０
年
以
上
）《
２
団
体
》

　
山
万
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル
（
株
））、

　（
有
）佐
倉
き
の
こ
園

〔
団
体
〕（
３０
年
以
上
）《
２
団
体
》

　(

公
財)

日
産
厚
生
会
　
佐
倉
厚
生
園
病
院
、

　
東
豊
土
木
工
業（
株
）

◎
第
６７
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

一
、千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者 

《
４
名
》

　
岩
内
ル
リ
子
　
足
立
元
秀
　
橋
本
允
之

　
豊
田
一
　

○
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
関
係
役
職
員
功
労
者

　《
４
名
》

　
飯
田
尚
子
　  

飯
塚
純
子
　
佐
藤
美
栄
子
　

　
小
坂
ひ
と
み

二
、千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

○
共
同
募
金
奉
仕
功
労
者
《
３
名
》

　
豊
田
一
　
　
　
地
富
夫
　
　
渡
貫
雅
雄

○
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
《
１０
団
体
》

　
海
隣
寺
町
内
会
、
下
勝
田
区
、
野
田
自
治
会
、

　
羽
鳥
区
、（
特
非
）
ク
ラ
イ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
、

　
佐
倉
市
民
カ
レ
ッ
ジ
千
成
会
、
佐
倉
東
部
地

　
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
志
津
地
区
社
会
福
祉

　
協
議
会
、
弥
富
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
和

　
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
　

支
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス
は
じ
め
ま
し
た 

　
　
〜
『
王
援
隊
』
劇
場
〜

王
子
台
地
区
社
協

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

WELL

特別功労賞を受賞された皆様

受賞者代表のスピーチ（島様）

王援隊ベストで活動中！

表彰の様子



田
林
　一
美
　石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

佐
倉
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　　お
米
、う
ど
ん
、素
麺
、即
席
麺
、

　　缶
詰
、お
菓
子
等
他

お
お
し
の
耕
作
者
会
　　玄
米
　

立
崎
　定
一
　　米

川
上
　猛
　　　絵
は
が
き

三
原
　智
恵
子

　　ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

佐
藤
　容
子

　　リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
、パ
ッ
ト
他
　

お
お
し
の
緑
地
会

　
　
米
、
野
菜
他
食
品
及
び
日
用
品

　　多
数

小
川
　清
　　布
団

さ
く
ら
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　　シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
、
洗
剤
、

　　米
、缶
入
り
パ
ン

羽
鳥
　美
知
子
　　米

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　ク
ラ
イ
ネ
ス
サ
ー
ビ

ス
　代
表
者
　稲
垣
　正
彦

　　缶
詰
、も
ち
、み
そ
等
食
品
多
数

林
　喜
代
枝
　

　　下
着（
男
性
、女
性
）

ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
ふ
く
し
祭
り
　　　　食
品
多
数

和
田
　明
久
　　　　メ
モ
帳

金
子
　恭
子
　　　　米

佐
倉
商
工
会
議
所
　女
性
会

　　米
、カ
ッ
プ
麺
等
食
品
多
数
　

他
、掲
載
希
望
な
し
８４
件

【
物
品
払
出
】
２４２
件

　
少
し
で
も
目
に
留
め
て
も
ら

う
た
め
、
色
々
変
え
た
こ
の
一

年
。
変
わ
ら
な
き
ゃ
、
も
変
わ

ら
な
き
ゃ
。

～
ふ
う
り
っ
ぷ
の

         

つ
ぶ
や
き
～
　
　

　
サ
ク
ラ
咲
い
た
か
な
。
も

う
す
ぐ
卒
業
式
の
季
節
だ
ね
。

新
年
度
に
向
け
て
、
み
な
さ

ん
良
い
年
度
に
な
り
ま
す
よ

う
に
！
　
と
こ
ろ
で
、
新
し

い
元
号
は
な
ん
だ
ろ
う
な
ー
。

【
西
志
津
地
区
社
協
】

第
１１
回
西
志
津
河
津
桜
ま
つ
り

日
時
：
３
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
１０
日
（
日
）　
　
　

         

１０
時
〜
１５
時

会
場
：
西
志
津
ス
ポ
ー
ツ
等

　
　
　
多
目
的
広
場

内
容
：
模
擬
店
は
じ
め
ア
ト
ラ

　
　
　
ク
シ
ョ
ン
や
神
輿
の
お

　
　
　
練
り
等

い
き
い
き
サ
ロ
ン   

　
　
　
　    

　
　
　
　
　
　
絵
手
紙
作
品
展

日
時
：
３
月
１９
日
〜
３１
日

会
場
：
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン

　
　
　
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

内
容
：
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
つ

　
　
　
く
っ
た
絵
手
紙
の
展
示

問
合
せ
：
西
志
津
地
区
社
協

　
　
　 

　
　  

℡
（
４
６
０
）１
７
８
２

【
志
津
南
地
区
社
協
】

福
祉
映
画
会

日
時
：
３
月
１２
日
（
火
）

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
１５
分

会
場
：
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

２
階
会
議
室

内
容
：
映
画
「
日
の
名
残
り
」　
　

　
　
　
　
　（
１
９
９
３
年
・
米
）

参
加
費
：
無
料

問
合
せ
：
志
津
南
地
区
社
協

　
　
　
　
　
℡
（
４
６
０
）１
７
８
２

【
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
区
社
協
】

春
休
み
だ
よ
！ 

お
話
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

日
時
：
３
月
２３
日
（
土
）

         

１０
時
〜
１２
時

会
場
：
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ

　
　
　
ン
タ
ー

参
加
費
：
無
料

問
合
せ
：

　
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
区
社
協

　
　
　
　
　
℡
（
４
６
０
）１
７
８
１

【
千
代
田
地
区
社
協
】

移
動
支
援
事
業

日
時
：
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
　

　
　
　
１０
時
〜
１２
時(

内
、
買
い

　
　
　
物
時
間
１
時
間
）

会
場
：
第
二
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

　
　
　
レ
イ
ス
佐
倉
染
井
野
店

　
　
　
第
四
　
イ
オ
ン
臼
井
店

内
容
：
買
い
物
支
援
　
ご
自
宅
か

　
　
　
ら
ご
自
宅
ま
で
の
送
迎 

　
　
　
原
則
千
代
田
地
区
に
お
住

　
　
　
ま
い
の
方

参
加
費
：
一
回
２
０
０
円

問
合
せ
：
千
代
田
地
区
社
協

火
・
木
・
金
曜
日
１３
時
〜
１７
時

　
　
　
　
　
℡
（
４
６
１
）５
６
４
１

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

　
　
　
　
　
　   

受
講
生
募
集

対
象
：
地
域
で
の
福
祉
活
動
や

　
　
　
市
内
の
介
護
事
業
所
で

　
　
　
の
仕
事
へ
意
欲
の
あ
る

　
　
　
か
た

期
間
：
６
月
〜
９
月

　
　
　
毎
週
火
曜
日

会
場
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
志
津
ユ
ー
カ
リ
苑

費
用
：
１
万
円

　
　
　（
交
通
費
や
食
費
等
の
実

　
　
　
費
は
自
己
負
担
）

申
込
み
：

　
申
込
書
を
志
津
ユ
ー
カ
リ
苑

　
の
窓
口
へ
持
参
か
郵
送
に
て

　
提
出

定
員
：
１０
名
（
応
募
多
数
の
場

　
　
　
合
は
選
考
の
場
合
あ
り
）

締
切
：
３
月
３１
日
（
日
）

問
合
せ
：

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
志
津
ユ
ー
カ
リ
苑
　
庶
務
課

　
　
　
　
　
℡
（
４
６
３
）２
９
４
４

第１９６号（４）２０１９年３月１日

平
成
３０
年
９
月
１
日
〜

平
成
３１
年
１
月
３１
日

善
意
銀
行
預
託
・
払
出
し

社会福祉協議会は、一般会員・特別会員・賛助会員を募集しています。

ありがとうございました。福祉事業に活用させていただきます。

善意銀行では、食品、介
護用品、日用品などをお
預かりし、佐倉市内の経
済的に困難を抱えている
方や、被災した世帯への
支援に活用させていただ
いています。

【現在受け取れないもの】
・古着
・大型介護用品

敬
称
略

西部地域福祉センターの相談事業

●知的障がい児・者支援相談
毎月第２金曜日　１０：００～１５：００
　事前申込不要
　西部地域福祉センター
　　　　　　　　　　 　　 ℡（４６３）４１６７

福祉総合相談所
●心配ごと相談（民生･児童委員）
※日常の困りごと・悩みごとの相談
　１０：００～１５：００
　毎週月曜日　　   ℡（４８４）６１９９
　　社会福祉センター２階

　第１・第３水曜日  ℡（４６３）４４３３
　　西部地域福祉センター２階
　　※相談日が祝日の場合、
　　　第５水曜日を相談日とします

　第２・第４金曜日  ℡（４８３）７２１１
　　南部地域福祉センター１階

●法律相談（弁護士）
※財産・離婚・人権・事故など法律に関
　する相談
　第４月曜日　１０：００～１５：００　
　　社会福祉センター２階
　９：００受付開始（先着順、８名まで）
　地域共生推進班　℡（４８４）０６８５

●介護生活相談 
※高齢者や障害者の在宅介護に関する相談
　平日　８：３０～１７：００　
　介護支援班　　　℡（４８４）６１９６

●貸付相談
※一時的に生活が困難な方への貸付相談
　平日　８：３０～１７：００　
　生活支援班　　　℡（４８４）６２００

●ボランティア相談
※ボランティアに関する募集、参加、研
　修などの相談
　佐倉市ボランティアセンター
　　　　　　　　　℡（４８４）６１９８
　西部地域福祉センター　　℡（４６３）４１６７
　南部地域福祉センター　　℡（４８３）２８１１

●成年後見に関する専門相談
※判断能力が不十分な方の援助や財
　　産管理に関する相談
　第１月曜日　９：００～１５：００
　ミレニアムセンター佐倉３階相談室
　権利擁護班　　　℡（４８４）０６９８

【
金
銭
預
託
】

一
般
預
託
：
３
件

高
齢
者
ク
ラ
ブ
春
路
会

花
み
ず
き       

一
〇
、
〇
〇
〇
円

宍
戸
　賢
一
・
美
智
代

　　　　　　　　　　　　二
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
倉
城
下
町
裏
千
家
茶
道
会

                  

一
〇
、
〇
〇
〇
円

指
定
預
託
： 

５
件

和
田
ふ
る
さ
と
好
友
会

　　　　　　　　　　　　一
六
、
八
八
二
円

(

和
田
地
区
社
協
へ
指
定
預
託
）

三
浦
　恵
美
子
　　　四
、
八
〇
〇
円

  (

佐
倉
城
の
辺
地
区
社
協
へ
指
定
預
託
）

宮
代
　次
雄
　　　　 

四
、
八
八
五
円

  (

佐
倉
城
の
辺
地
区
社
協
へ
指
定
預
託
）

Ｎ
Ｇ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
　
一
五
、
〇
〇
〇
円

(

和
田
地
区
社
協
へ
指
定
預
託
）

【
金
銭
払
出
】

帰
宅
旅
費
　
　
６
件

　
　
　
　
　
　
二
、
一
二
〇
円

災
害
見
舞
金
　
４
件

　
　
　
　
　  

八
〇
、
〇
〇
〇
円

指
定
払
出
　
　
５
件

 

　
　
　
　
一
一
五
、
二
九
六
円

【
物
品
預
託
】
３６
件

足
立
　元
秀
　　白
米

志
津
南
地
区
社
協

　　お
菓
子
、お
茶
、缶
詰
、調
味
料
、

　　カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
他

高
須
　ヨ
シ
江
　　　

　　手
拭
い
、
石
鹸
、
毛
玉

内
郷
地
区
社
協
　

　　う
ど
ん
、お
茶
、コ
ー
ヒ
ー
、飲
物
、

　　ジ
ュ
ー
ス
、
ラ
ー
メ
ン
等
食
品
、

　　掛
け
布
団
他

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　代
表
水
野
庸
子

　　お
米
、調
味
料
、そ
ば
、缶
詰
、お

　　む
つ
等
他

佐
倉
城
の
辺
地
区
社
協

　　乾
そ
ば
、
そ
う
め
ん
、
み
そ
、
お

　　茶
、缶
詰
他

福
祉
の
イ
ベ
ン
ト

　
佐
倉
市
内
に
居
住
す
る
方
で
、
介
護
福
祉

士
、
訪
問
介
護
員
１
・
２
級
研
修
ま
た
は
介

護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了
し
た
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
同
行
援
護
従
事
者
の
資
格
も
お
持
ち
の

方
、
特
に
歓
迎
し
ま
す
。

給
与
：
時
給
１
、２
０
０
〜
１
、４
０
０
円

　
他
、
加
算
手
当
等
が
あ
り
ま
す
。

　
※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：
企
画
経
営
室

　
　
　
　
　
　
℡
（
４
８
４
）
６
１
９
７

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
募
集
（
訪
問
介
護
員
）

寄附者ご芳名 （平成３１年１月３１日現在）
敬称略

寄附者氏名・団体 金額（円）

リサイクル主婦の会　 9,000

はらぺこ・さくら 12,000

個性派水墨画七彩会 40,100

鳳翔中村流舞踊まつり 28,660

鳳翔中村流家元　故・中村鳳紫女華 20,000

匿名 30,000

大昭会 20,000

佐倉市朝市出店者組合　田中和夫 38,950

故・佐瀬淑子 600,000

蜂谷傳 200,000

匿名 100,000

南部文化祭参加者有志 12,250

匿名 50,000

佐倉市歌謡連合会志津支部 27,915

ごちそうさま 3,000

株式会社ディーシーエム　 100,000

一休会 5,000

ＴＯＴＯバスクリエイトＵＮＩＯＮ 114,365

浄土宗西福寺 110,129

匿名 50,000

佐倉市歌謡連合会 4,465

全国友の会佐倉支部 10,000

新春踊りの集い実行委員会 60,544

中村ふみ子 130,000

地
区
社
協
行
事
予
定

施
設
行
事
予
定

歳末たすけあい募金助成金のお知らせ

　歳末たすけあい運動では、佐倉市内におい
て生活に困難を抱える世帯を支援する団体へ
活動助成しています。
　１２月の歳末時に集められた募金を活用し、
より充実した活動をしていただくことで、地
域福祉を向上します。

＜助成金対象団体＞
　〇佐倉市ボランティアセンターに登録されている団体
　〇地区社会福祉協議会　〇特定非営利活動法人
＜具体的な取組例＞
　・学習支援　・こども食堂　・ささえあい活動　
　・外出支援　・見守り支援など
　※おおむね月１回以上活動している団体に限ります

　助成金につきましては、Ｈ３１年４月以降に佐倉市社会
　福祉協議会のホームページからお知らせ致します。

問合せ：地域共生推進班　℡（４８４）６０３３

（ 　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｈ
３１
年
度

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
と

　
　
　
　

 

保
険
の
加
入
に
つ
い
て

  

佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
現
在

約
３,
０
０
０
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し

て
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
た
方
々
へ
は
、
保
険
加
入
や
情
報

提
供
、
相
談
、
機
材
・
会
議
室
の
貸
し
出
し
、

助
成
金
の
支
援
な
ど
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
、
３
月
３１
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
３
月
１４
日
か
ら
平
成
３１
年
度
の
登
録
更
新
を

受
付
し
ま
す
。

※
新
規
の
登
録
は
、
随
時
受
付
を
行
っ
て
い
ま

　
す
。
こ
れ
か
ら
何
か
始
め
た
い
と
い
う
方
へ

　
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
活
動
を
見
つ
け
る

　
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
の
一
歩

　
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
登
録

　
受
付
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

問
合
せ
：
佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
４
８
４
）６
１
９
８


